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審評＝＝＝＝＝ー
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京？？の単なるj豆｛象であるとは思えない》
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議： 評

方法論的にとくに目新しい点はなく，しかも，各関数式

の相関の度合からみて，モデルの実際的な有効性ははな

はだ疑わしい。しかし，これは，パキスタン経済が圧倒

的lヒその帰趨が天候に左右される民青空依仔であること

や，市場メカニズムが働いて喝、ないことや、供給不足の

経済であるために価格，需給 dブJニス、Jヘが働いていない

などの実態よりすれば，むしんヲi！＇.＼の二と？あろう。

本芹の意義は，むしろ， ！んのとこらにずょする3 計量経

済学者がモデル分析を試みる場合，もちろん，第一義的

には，さまざまの予測，政策関的による有効性をねらう

ものであるが，同時に，分析過程から，分析方法が，ど

のくらい，誤っているかが明らかになり，分析対象の諸

性質の解明に役だち，かっ，統計の改善に具体的方向を

示唆することにも役だつのである。著者は，この研究で，

モデルの関数式について，各種のオールタナティブ・ケ

ーてについてj¥'(,J見を加えており，読者は，巻末に加えて

いる基礎統，；j・とをあわせよむことによって，ノfごYスタン

の終済に－，v、てさらに認識を深めるに/!ii'益することを筆

者はもtわないc
H1廷に， 1産台の努力で， PakistanInstitute of Devel-
opment Economicsで，パキスタン経済の産業連関表が

完成していることと，著者自身，需要分析で研究成果・を

あげている点を付言しておく。
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; タイ農業の真実 日本間関川＇ Ji 長谷 Jll善彦著 〔￥却〕 ； 

メソポタミアの土 アリア経済 H •,: 1•11 糸賀昌昭著 〔￥ 250〕 i 
日本の対主管財政投資 静岡大 FP 川 安藤 実著 〔￥ 250〕 i 

! パンパの発展と停滞 手ケ万三’i占 篠以恭効著 〔￥ '.,00〕 i 
； アジア開発の基盤を築〈 ？ケは'"rlk 合叱回仁ま著 印泌O〕 ； 
1 毛沢東の飽 アジア経済出版会編〔￥ 330〕 ； 
； アジアのエネルギー 東京工大教股 林 雄二郎著 〔￥ 250〕 l 
； オーストラリアの経済 雪ドご一山首 岩崎八男著 〔￥捌〕 ； 
： メコンとイラヲジの間 アジア経前日I紋所 今 J11瑛一著 〔￥ 250〕 ~ 

東落アジアと日本 朝日新潤均投安R 丸山苦手雄著 〔￥ :-isoJ t 
フィリピンの経済 言で是主ノ「1 生田豊朗箸 〔￥おO〕 ； 
低開発園開発理論の系話 一橋大学内 I:' 坂本二郎著 〔ifi ]IJJ ! 
l 海外投資と法律 アジア経済，.： r: ,11 桜井雅夫箸 〔￥川 I 
~ アジア経済の未来像 アジア経済研究所 矢野誠也著 〔￥ 300〕 ミ

I シベリア緩済史 専修大学教奴 池田博行著 (¥ 330〕 ~ 
？ ラテン・アメリカの経済 仲奈Ill大学助教綬 大原美範著 〔￥ 330〕 f 
I アジアの農業とその開発 rア経州，,c官 小倉武一編著 〔￥湖〕 I 

……品目～……＇＂叫ん一……～v…・アジア経済出版会発売…一·－~.－＼
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